
　ワタは、綿花の繊維が布の原料に利用されているように、

私たちの生活に深くかかわる植物です。その歴史は 400

年以上前にも遡ります。しかし、ワタは繊維だけでなく茎

（皮）や種子など様々な部分も利用することができます。

今回私たちは茎や種子の利用に着目し、私たちなりに使い

道を考えてみました。

　展示のほかにも、3月 19日に科学教室にてワタを使っ

た「オーナメント作り体験」も予定しています。「綿花か

らの糸つむぎ」や「つむいだ糸とワタの茎の部分を使った

ワタを知ろう　～種子と茎を活用したものづくり～
2月 27 日（土）～　3月 19 日（土）

情報コーナー (常設展示室２F)展示

工作」などを体験していただけます。この機会を通してワタについて

より興味を持っていただければ幸いです。どなたでも楽しくご参加い

ただけます。ぜひお越しください。
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綿花を使ったオーナメント作り

　綿花を使った糸紡ぎ体験、紡いだ糸や茎を使った工作など。

　日時：3月 19日（土）　10：00～ 12：00、13：00～ 16：00

　場所：平塚博物館１F科学教室　　　参加：自由

２０１６年２月２７日(土)～　３月１９日(土)




